
●　シールドプラス® の機材となる「紙」は循環型素材である「木」から作られています。

　　プラスチックをベースとするバリア素材を「シールドプラス® 」に置き換えることで、

　　バイオマス比率が向上、プラスチックのリデュースが図れます。

●　シールドプラス® は生分解性を有しており、生分解性を有するシーラントフィルムと

　　積層することにより、包材としての生分解性が向上します。

●　優れた酸素バリア性により内容物を保護し、品質を維持します。

●　優れたフレーバーバリア性により内容物の香りを保持し、

　　「におい」漏れ・「におい」移りを抑えます。

●　屈曲耐性向上により、多様な包装形態への適用が可能です。

弊社 HP にて、シールドプラスの
製品紹介をしております。
本パンフレットもダウンロードできます。
下記より、ぜひご覧ください。



＊このデータは参考値であり、保証値ではありません。
＊米坪は表示米坪であり、実測米坪ではありません。
＊酸素透過度の測定：バリア塗工面に L-LDPE30μをラミネートし、23℃・50%RH 環境下にて測定（JIS K7126-2 に準拠）
＊上記以外の寸法や仕様（森林認証紙など）につきましてもご用命承りますので、お気軽にご相談ください。
＊ラミネート加工は押出ラミネート加工を推奨しますが、上質白タイプについてはドライラミネート加工にも適しております。
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シールドプラス   （片艶白）

シールドプラス   （未晒）

シールドプラス   （コート白）

シールドプラス   （上質白）

シールドプラス   （片艶茶）

（注意事項）
バリアコーティング層と食品の直触れ用途でのご使用は
意図しておりません。
バリアコート面への水分付着には十分ご留意ください。

紙基材＋片面バリア塗工

コンバーターにて
ラミネート加工

紙基材

バリアコーティング層

ヒートシール層（PE、PP 等）

食品等

●酸素・水蒸気バリア性 ●フレーバーバリア性

内容物の香りを保持し、におい漏れ・におい移り

を抑えます。
チョコレート 粉末洗剤
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※評価法
各フィルムで三方シール袋を作製後、試験体を充填して密封し、内容物の臭気の漏れ具合を
0〜5 の 6 段階にて官能評価 ( 当社法 )　（○：中央値、　ｌ：評価結果上下限）
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